
 平成１９年度技術革新波及対策事業交付決定地区一覧（九州）

うち国費
（千円）

備考

さとうきび

さとうきび害
虫に対する新
防除体系導入
事業

鹿児島県
奄美市

奄美市さとうき
び振興対策協議
会

推進事業 4,202 2,101 平成19年7月12日

さとうきび

さとうきび害
虫に対する新
防除体系導入
事業

鹿児島県
和泊町
知名町

沖永良部さとう
きび生産対策本
部

推進事業 7,070 3,535 平成19年7月12日

豚

産地提案型事
業

宮崎県
川南町

宮崎県経済農業
協同組合連合会

推進事業 1,000 500 平成19年12月26日

豚

産地提案型事
業

宮崎県
川南町

宮崎県経済農業
協同組合連合会

家畜飼養管理施設

1.05

524,199 219,232 平成19年12月26日

稲

次世代大規模
経営品質管理
システム実用
化事業

佐賀県
佐賀市
小城市

佐賀県農協 産地管理施設

1.89

169,050 80,500 平成20年1月25日

オキナワカンシャクシコメツキの幼虫（ハリガネムシ）による株
出不萌芽等の被害が甚大な地域において、慣行の農薬に替わり、
誘因成分を含有する農薬の施用と、成虫に対しては、発生源とな
るススキ原等へフェロモントラップを設置することにより、地域
全体のハリガネムシ生育密度を効率的に低減させる防除体系を確
立。生産効率の高い株出栽培への移行によりさとうきびの安定生
産と効率化を目指す。

1

都道府県名
市町村名

事業実施主体名

2

3

　技術指導を行う人材育成のための研修及び技術普及に向けた検
討会を実施。

サキシマカンシャクシコメツキの幼虫（ハリガネムシ）による株
出不萌芽等の被害が甚大な地域において、慣行の農薬に替わり、
誘因成分を含有する農薬の施用と、成虫に対しては、発生源とな
るススキ原等へフェロモントラップを設置することにより、地域
全体のハリガネムシ生育密度を効率的に低減させる防除体系を確
立。生産効率の高い株出栽培への移行によりさとうきびの安定生
産と効率化を目指す。

4

　母豚をフリーストールで３・７システムを導入し大群飼養管理
することで作業の集約化、省力化を図る。また、子豚･肉豚共に畜
舎毎のオールイン・オールアウトの実施により事故率の低減を図
る。
　更に、現在の飼料価格高騰に対応して、未利用資源である焼酎
粕を利用したリキッドフィーディングの導入、ソーティングシス
テムの導入により生産コストの低減を図る。

5

　大規模未来型水稲栽培に不可欠なデジタル画像解析技術を活用
した「ほ場毎の広域品質管理システム」及び「低タンパク質米等
の品質区分集荷システム」を導入し、生産から調整・販売におけ
る品質管理の徹底による産地ブランドの確立を図る。

交付決定年月日取組概要事業種類
予定事業費
（千円）

投資効率
（注）

対象作物・施設名


